
 
 
 
 
 
 
 

 

 

                   4 月から始まった関東女子サッカーリーグの前期日程が終了した。開幕から負けが続き、気 
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持ちを引き締めて臨んだ第 5 節は、雨が降ったり止んだりを繰り返すあいにくの天候の中、 

ホームに FC  PAF を迎えての対戦だった。グラウンドには水が溜まり、予想外の所でボール 

が止まったり、止まると思えば滑っていってしまったりと、なかなか思うようなサッカーが 

できない。緊張感が張り詰める前半 14 分、先に均衡を破ったのは FC PAF だった。セット 

プレーをきっちり合わせられ、ゴールを許してしまう。1点ビハインドで迎えた後半 2分、 

4 年･石渕がドリブル突破で同点ゴールを決める。追加点を狙い相手ゴールへ迫るものの、 

終了 5分前に混戦から勝ち越しゴールを決められ勝ち点を逃してしまった。 

                   翌週には浦和レッズレディース Jr.ユースとの第 6節が行われた。前節よりも強い雨が 

                   降っていたが、ホームだったこともあり水溜まりが少ない所をうまく使って相手ゴールへ 

                              迫る。しかしあと一歩のところで決めきれない。一進一退の攻防が 

                              続くがどちらの得点もないままスコアレス 

ドローとなった。しかし、尚美学園大学にとって 

は貴重な勝ち点 1を手に入れることができた。 

さらに翌週の 6月 5日(日)前期最終節となる筑波大学戦もホームに迎えての対戦となった。お互い勝ち点 

は１、絶対に負けられない想いが渦巻く。曇り空の下はじまった試合は開始直後から尚美学園大学が素早い 

展開で相手陣へボールを運び相手ゴールを果敢に攻め立てる。しかし筑波大学も昨年度インカレ 3位とあって簡単に 

はゴールを許してはくれない。後半になっても試合はなかなか動かない。相手陣での時間は圧倒的に上だったものの 

決め手を欠き、前節同様引き分けで前期最終節を終えた。取るべき所で得点できないという課題は残ったが、負けな 

かったことは大きい。また、新チーム始動から 2カ月が経ち、徐々に今年度の“尚美学園大学”というチームはまと 

まってきている。前期リーグの悔しい想いを胸に、早くも月末から始まる後期リーグに向けて 1 人 1 人のレベルアップを期待したい。 

                ※前期リーグの順位は 10 月に行われる全日本女子サッカー選手権大会関東予選のトーナメントに反映される。 

 
 日にち 時間 対戦相手 場所 前期結果 順位

第 8節 6/26(日) 16:00 日テレ・メニーナ 尚美学園大学 0-3 5 

第 9 節 7/3(日) 11:00 早稲田大学 早稲田大学東伏見Ｇ 1-3 1 

第 10 節 7/17(日) 10:00 関東学園大学 尚美学園大学 1-4 2 

第 11 節 7/24(日) 13:00 武蔵丘短期大学 武蔵丘短期大学 0-5 4 

第 12 節 7/31(日) 14:30 ＦＣ ＰＡＦ 駒沢補助Ｇ 1-2 3 

第 13 節 11/3(木) 15:15 浦和レッズ Jr.Y レッズランド 0-0 6 

第 14 節 11/13(日) 14:00 筑波大学 筑波大学 0-0 8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大雨でも声を出し続

け、ピッチの仲間に

エールを送った。 

関東女子サッカーリーグのパンフレットを 1部 500 円で販売しています。参加

チームの詳細な情報が記載されているパンフレットを手に応援されてみて

は?!ご希望される方は女子サッカー部員にお声かけください！ 

 



 

 Liga Student は予選リーグ 9試合あるうちの 5試合を消化し、現在 3勝 1敗 1 分とまずまずの結果を 

残している。5月 28 日（土）に本庄第一高校で行われた試合は、降り続いた雨の影響でグラウンドはぬか 

るみ、走るのも困難な状況だった。しかしそれは相手も同じであり言い訳にはできない。第 1 試合目の本庄 

第一高校戦では悪戦苦闘しながらボールをつなぐも先制ゴールを許してしまう。前半のうちに 1点取り返し 

たものの、終了間際に再び失点し試合終了。後味の悪い結果となってしまう。気持ちを切り替え臨んだ成立 

学園高校戦もなかなか得点できず、スコアレスドローで試合終了かと思われた終了間際に待望の得点が入り 

勝利につなげることができた。関東リ 

ーグと同様に得点力不足が課題となっ 

ているなかで迎えた筑波大学戦は 6月 5 日（日）関東リーグの試合後に 

行われた。メンバーはお互いガラリと変わったが、両チームとも関東リーグのリベンジに燃える。その 

熱い戦いを制したのは尚美学園大学だった。前半早い時間帯に 1年･織田が先制点をたたき込むと攻撃 

陣が爆発、前半を 4-0 で折り返す。交代枠を使い切って選手を入れ替えた後半も手を緩めることなく 3点を追加。得点力不足と言われ 

        ていたのが嘘かと思われるような大量得点で快勝した。特に先制点を決めた織田（アヤ）は 4点を決める活躍を見せた。 

          予選リーグはあと 4試合。次節は強豪・神奈川大学だ。 

           大学サッカー界のトップレベル相手にどれだけ発揮 
 日にち 対戦相手 結果

第 1戦 5/1(日) 十文字高校 1-1 

第 2 戦 5/14(日) 日本航空高校 2-0 

第 3 戦 5/28(土) 本庄第一高校 1-2 

第 4 戦 5/28(土) 成立学園高校 1-0 

第 5 戦 6/5(日) 筑波大学 7-0 

第 6 戦 6/12(日) 神奈川大学 － 

第 7戦 6/19(日) JAPAN サッカーカレッジ － 

第 8戦 未定 埼玉栄高校 － 

第 9戦 未定 高崎健康福祉大学高崎高校 － 

          できるか期待がかかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月 12 日(日)に尚美学園大学グラウンドにて NPO 法人 国連支援交流

協会主催の『震災復興支援チャリティサッカー』が開催されます。日

本サッカーリーグの OB や芸能人によるチャリティーマッチや募金活

動、こどもたちを対象としたふれあいサッカーなどが企画されていま

す。女子サッカー部も補助スタッフとして参加します。この趣旨にぜ

ひ賛同していただき、多くの方のご来場をお待ちしています
         （試合総本数の得点結果となる） 

尚美学園大学  1-0  武蔵丘短期大学      ○ 

        13-2  成立学園高校       ○ 

        3-3  日本航空高校       △ 

        3-3  エルフェン狭山マリ    △ 

         6-3  晴海総合高校       ○ 

         1-0  浦和レッズレディース Jr.Y  ○ 

！ 

日時：2011 年 6 月 12 日（日）10:00～13:00（開場 9:30） 

会場：尚美学園大学サッカーグラウンド 

主な予定： 10:20～11:30 チャリティーマッチ(30 分×2) 

      11:40～12:10 募金活動 

      12:20～12:50 ふれあいサッカー 

※当日は大学のオープンキャンパスも開催しております。 

 

 
 

今年度、女子サッカー部からは 6人が教育実習を行います。

私もその 1 人で、来週から 3 週間、母校で実習させてもら

います。経験者や先生方から話を聞くとかなり大変そうで

すが、たくさんのことを学んで帰ってきたいと思います。

しばらく部を離れるので、次回の NEWS は後輩に託します！

         フレッシュな第 26 号に乞うご期待！ 

         HPもお楽しみいただけると思いますの

         で、ぜひご覧ください★ 

             4 年主務  本谷 さち 

 

 第 1 戦 vs 東京女子体育大学 16:30 ｷｯｸｵﾌ 尚美Ｇ 

関東大学女子サッカー連盟が主催するリーグ戦のことで、控え選手の

育成を目的として昨年度より始まりました。関東リーグやLiga Student

と違って大学チームのみで編成されているため、秋の関東大学女子サ

ッカーリーグに向けてチームの底上げのために今年度より参入するこ

とになりました。参加大学は、慶応義塾大学・大東文化大学・日本女

子体育大学・東京女子体育大学・早稲田大学・筑波大学・尚美学園大

学の 7チームです。決まっている試合日程は以下の通り。 


